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遠賀町職員採用試験
●
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
職
員
　
5
人
、
土
木
技
術
職
員
1
人

（
採
用
予
定
人
員
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
受
験
資
格

▽
一
般
事
務
職
員
　
昭
和
4
1
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

▽
土
木
技
術
職
員
　
昭
和
4
1
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
高
等
学
校
以
上
の
土
木
課
程
を
終
了
し
た
人
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
人
。

●
第
1
次
試
験

▽
と
　
き
　
9
月
1
8
日
　
（
日
）
　
午
前
1
0
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
水
巻
町
立
水
巻
中
学
校
　
（
水
巻
町
大
字
頃
末
一
五
九
〇
－
六
）

▽
内
　
容
　
教
委
試
験
、
適
性
検
査
、
専
門
試
験
（
土
木
技
術
職
員
の
み
）

●
受
験
手
続

▽
受
付
期
間
＝
1
月
2
5
日
　
（
月
）
　
か
ら
8
月
1
8
日
　
（
木
）
　
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
8
月
1
8
日
必
着

▽
申
し
込
み
方
法
＝
申
込
用
紙
　
（
役
場
人
事
係
で
1
月
日
日
か
ら
交
付
）
　
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
写
真
　
（
タ
テ
六
0
0
×
ヨ
コ
四
・
五
c
m
）
　
を
添
え
て

（
用
紙
に
貼
ら
ず
に
）
役
場
企
画
課
大
富
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
四
百
三
十
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
て
先
明
記
の
返
信
用
簡
易

書
留
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
験
票
の
交
付
＝
受
験
申
込
書
を
受
理
し
た
場
合
は
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。

●
採
　
　
用

最
終
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
、
必
要
に
応
じ
て
採
用
し
ま
す
。

●
給
　
　
与

初
任
給
は
、
高
校
卒
で
1
4
万
4
千
円
程
度
、
大
学
卒
で
1
7
万
2
千
円
程
度
支

給
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

〒
川
－
4
3
遠
賀
郡
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
五
ニ
ー
一

遠
賀
町
役
場
企
画
課
人
事
係
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
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1，地域の頗となる場の形成
OJR駅を中心とした交通結接機能、中心性の向上

2，“むら”から“まず’へのフレームづくり

○広域交通と域内交通へ対応した街路整備

○歩いて楽しい街路整備○サインの殻這

3，生活を支援する機能の充実、その適正な機能と

施設の配置およびネットワークづくり
○行政サービス拠点○交通拠点○文化、健康活動が拠点

○福祉サービス拠点○商業活動拠点○情報交流拠点

4．自然資源の保全と活用

5．人材および組織の育成

▲サイン毅薗事業は、個性ある地域
づくり計画報告書やサイン基本部
固くこのつとって進められている

ヽ

題
の
認
識
、
町
の
総
合
計
画
な
ど
を
学
習
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
か
ら
の
遠

賀
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
「
活
力
と
魅
力
に
あ

ふ
れ
る
『
新
・
生
活
都
市
こ
、
「
生
活
を
〝
た

の
し
む
〟
ま
ち
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
と

い
う
緒
論
に
達
し
ま
し
た
。

計
画
書
で
は
、
そ
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
た
整
備
目
標
を
次
の
よ
う
に
設
定
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
5
つ
の
整
備
目
標
の
中
に
は
、
事

業
規
模
や
事
業
の
性
格
か
ら
考
え
れ
ば
、
す

ぐ
に
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い

も
の
も
あ
れ
ば
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
今

か
ら
着
手
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

近
年
、
急
激
に
変
は
う
し
つ
つ
あ
る
遠
賀

町
に
お
い
て
は
、
将
来
を
見
据
え
た
町
の
フ

レ
ー
ム
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
よ
り
展
開
の

方
向
を
誘
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
5
項
目
の
整
備
目

標
の
中
で
は
、
2
の
「
〟
む
ら
〟
か
ら
〝
ま
ち
〟

へ
の
フ
レ
ー
ム
づ
く
り
」
を
中
心
テ
ー
マ
と

し
て
、
早
急
に
着
手
す
る
の
が
望
ま
し
い
と

い
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
第
一

歩
と
し
て
こ
の
テ
ー
マ
の
中
に
あ
る
サ
イ
ン

設
置
事
業
へ
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
の
で
す
。

サ
イ
ン
設
置
事
業
に

さ
き
が
け
基
本
計
画
で

3
つ
の
目
標
を
設
定

「
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
」
と
い
う
か
ら

に
は
、
た
だ
や
み
く
も
に
、
な
ん
の
考
え
も

な
し
に
、
サ
イ
ン
を
設
置
す
る
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を

ど
こ
に
ど
う
配
置
す
べ
き
か
と
い
っ
た
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
今
年
3
月
に
、
遠
賀
町

サ
イ
ン
基
本
計
画
を
策
定
。

計
画
書
で
は
、

①
遠
賀
町
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
、
人
々

に
提
供
す
る

②
「
『
新
・
生
活
都
市
」
遠
賀
町
の
個
性
を

計
画
・
表
現
す
る
」

③
生
活
環
境
の
質
的
向
上
と
地
域
構
造
の
明

確
化
を
図
る

の
三
点
を
サ
イ
ン
設
置
事
業
の
目
標
に
掲

げ
、
こ
れ
に
の
っ
と
っ
て
サ
イ
ン
の
設
置
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

繭
醗
囲



これが遠賀町のサインです

盲、車
重　≡≡三三三言三二
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総合案内サイン

まちの佃憧　　遠賀Iii

線

スポーツ

乗るの環境　　恵まれた自然顔境
主要絡纏連絡と筆藩が同且した
顔境

まちの蒋来　　訪・生活部帯
締しいふるさとの劇出

素材　Iii石

金属

形態　　重厚な　伝統的な

部会的なシンプルさ

色彩　　ナチュラルな

ダイナミックな

対照的なものの組み合わせによるおもしろさ

薪・生活部市
新しいふるさとの創出
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『
新
・
生
活
都
市
』

遠
賀
町
の
個
性
を
サ
イ
ン
の

デ
ザ
イ
ン
や
素
材
に
反
映

サ
イ
ン
の
役
割
と
し
て
、
「
遠
讃
町
住
民

や
来
訪
者
に
と
っ
て
の
行
動
の
指
標
と
し

て
、
現
在
地
の
把
握
が
で
き
、
ま
ち
の
ど
こ

に
何
が
あ
る
か
、
そ
の
内
容
や
道
順
な
ど
の

『
情
報
」
を
分
か
り
や
す
く
人
々
に
提
供
す

る
こ
と
で
、
町
と
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
ど
こ
に
で
も

あ
る
案
内
表
示
板
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
遠
賀
町

の
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
　
『
新
・
生

活
郡
市
」
　
「
生
活
を
　
〝
た
の
し
む
〟
ま
ち
づ

く
り
」
と
い
う
こ
と
か
ら
も
『
新
・
生
活
都

市
」
　
で
あ
る
「
遠
賀
町
ら
し
さ
」
を
サ
イ
ン

の
デ
ザ
イ
ン
や
繋
材
で
演
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
遠
賀
町
ら
し
さ
の
表
現
と
し
て

「
生
活
環
境
」
「
住
環
境
」
を
大
切
に
す
る

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
演
出
す
る
た
め
サ
イ
ン
自

ア
ワ
せ
、
／
ト
れ
ラ
ー
ほ
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
レ
、
／
ポ
色
を
採
用

遠
賀
川
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
川
石
を
使
用

体
の
大
き
さ
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ス
ケ
ー
ル
と

し
、
そ
の
色
彩
は
環
境
を
破
壊
し
な
い
も
の

を
選
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ィ
ン
の
素
材

に
つ
い
て
は
、
遠
賀
町
の
特
徴
で
あ
る
遠
賀

川
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
川
石
」
を
用
い
ま

し
た
　
（
一
都
の
サ
イ
ン
に
使
用
）
。

こ
れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
や
素
材
は
、
「
町
の

個
性
、
町
の
環
境
、
町
の
将
来
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
軸
と
し
た
柱
と
、
町
の
自
然
・
都
会

性
、
町
の
新
旧
と
い
っ
た
対
照
的
な
も
の
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
お
も
し
ろ
さ
を
軸
と
し

た
も
う
一
本
の
柱
の
重
な
っ
た
部
分
（
図
1
）
」

と
い
う
考
え
方
を
も
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

サ
イ
ン
の
設
置
場
所
と
そ
の

裡
類
が
生
活
環
境
の
賃
的
向
上

と
地
域
構
造
の
明
確
化
を
図
る

町
の
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
必
要

か
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
町
の

動
線
（
人
や
車
の
動
き
）
を
「
産
業
部
」
「
地

域
軸
」
「
生
活
軸
」
「
集
落
道
」
「
散
策
道
」

の
5
つ
に
区
別
化
し
ま
し
た
。
（
図
2
）
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そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
動
線
そ
れ
ぞ
れ
に

マ
ッ
チ
し
た
機
能
の
サ
イ
ン
を
設
置
し
、
こ

れ
ら
の
景
観
特
性
の
演
出
を
行
、
つ
こ
と
で
町

の
地
域
構
造
の
明
確
化
、
生
活
環
境
の
質
的

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

産
業
軸
、
つ
ま
り
主
要
幹
線
道
路
に
つ
い

て
は
、
お
も
に
来
訪
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
サ
イ
ン
を
設
置
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
車

で
走
っ
て
い
る
と
き
に
　
「
こ
こ
は
な
ん
と
い

う
町
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
遠
賀
町
と
わ

か
る
よ
う
に
町
の
入
口
に
案
内
板
　
（
ゲ
ー
ト

サ
イ
ン
）
　
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

次
に
地
域
軸
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
町
を
東

西
に
走
る
岡
垣
遠
賀
線
、
そ
し
て
、
南
北
に

走
る
浜
口
遠
賀
線
と
旧
国
鉄
宝
木
線
を
町
の

メ
イ
ン
モ
ー
ル
と
と
ら
え
そ
こ
か
ら
町
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
案

内
す
る
と
い
っ
た
標
識
（
施
設
誘
導
サ
イ
ン
）
、

さ
ら
に
要
所
に
は
町
の
全
体
案
内
板
　
（
総
合

案
内
サ
イ
ン
）
な
ど
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

生
活
軸
は
、
メ
イ
ン
モ
ー
ル
の
副
幹
線
。

地
域
軸
と
同
様
に
町
内
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
へ

の
誘
導
サ
イ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
集
落
適
、
散
策
道
に
は
、
地
域
の

周
辺
案
内
板
　
（
周
辺
案
内
サ
イ
ン
）
　
や
、
名

所
旧
跡
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
た
案
内

板
　
（
学
習
サ
イ
ン
）
　
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
主
要
施
設
に
は
、
そ
の
施
設

が
何
で
あ
る
が
を
表
示
し
た
タ
イ
ト
ル
サ
イ

ン
を
設
置
し
ま
す
。

図
2
町
の
動
線
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世界環境デーの6月5日、松ノ木区での清掃のもよう。額に汗しな 

〆

綾
な
二
打
　
可
ン
拾
．
鬼
た
の

、
卜
「
　
い
“
私
る

喝
誌
　
は
．
5
）
た
の
も
い

回
国
田
園
園

田
図
回
園

田
四
書

回
田

園ご
存
じ
で
す
か
、
母
子
家
庭
医
療
制
度

こ
の
制
度
は
、
母
子
家
庭
の
母
子
や
父
母
の
い
な
い
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。
制
度
を
受
け
る

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
役
場
国
保
年

金
係
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

各
医
療
保
険
に
加
入
の
本
人
ま
た
は
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
。
①
夫
と
死
別
ま
た
は
離
婚
し
、
1
8
歳
未
満
の
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
人
　
（
夫
が
重
度
の
身
体
障
害
者
の
場
合
も
含

む
）
　
と
そ
の
児
童
②
父
母
の
い
な
い
3
歳
以
上
1
8
歳
未
満
の
児
童

※
1
8
歳
未
満
の
児
童
と
は
、
昭
和
5
1
年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ

た
人
を
い
い
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
、
印
鑑
、
戸
籍
謄
本
、
平
成
6
年
度
所
得
証
明
曹
（
平

成
5
年
分
）
　
な
ど

※
現
在
、
更
新
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

母
子
医
療
証
の
切
替
え
を
行
い
ま
す

●
と
　
き
　
8
月
1
日
　
（
月
）
　
～
3
日
　
（
水
）
　
の
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
役
場
国
保
年
金
係
　
（
窓
口
2
番
）

詳
し
く
は
、
国
保
年
金
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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わの

旨い
真新しい優勝旗、みなぎる厨土

「中間市、遠賀郡の大会の覇者にもぜひ優勝族を」こ

の頃いが現実のものに－遠賀郡四町と中間市から遠賀

郡・中間市中学校体育連盟（会長は、遁賀中学校校長の
常定清信氏）に24の真新しい優勝旗が贈られ、6月24日、
遠賀コミュニティーセンターでその披露・贈呈式が行わ
れました。真新しい優勝族を馴こ、会場に集まった前年
優勝校の代表72人の且には新たな闘士が・・・。この裏
の大会は、これまでにもまして熱い大会になりそうです。

地球とはもっと仲良く去れるはず

年4回以上の廃品回収やゴミの分別についての勉強会。
そして、地域の清掃活動などと、町の衛生組織活動の中
心的存在ともいえる遠賀町婦人会（会長・福田幸子さん）。
その婦人会が、日ごろの活動を評価され、この度、遠賀
中間地区衛生粗織活動功労者表彰を受けました。

「できることから始めよう」「地球とはもっと仲良くな

れるはず」婦人会の皆さん一人ひとりのこんな気持ちが、

町を美しくしているのかもしれません。

1400年筋の人々の暮らしがみえできた

5月13日、島門小学校の6年生118人が、校外学習で

岡垣町厳探の南ノ前古墳群を見学しました。
「生の教材」で1400年前の人々の暮らしを学習する児

童たちの表情は真剣そのもの。広さ3万平方メートル
に点在する円墳横穴墓を見学しては、熱心にメモを取っ
たり、作業貝に質問したりする児童の姿も見られまし
た。そんな児童たちの姿に「教科書に載っている写真
で勉強するときよりも、はるかに子どもたちの目の輝

きがちかいますね」と、工藤京子先生。

全国大会へ

わんぱく相撲遠賀III場所で優勝の平田くん

6月5日、遠賀総合運動公園相撲場で、遠賀郡、中間市、
八幡西区の小学校4年生から6年生まで、106人が参加
し、「第3回わんぱく相撲遠賀川場所」（主催・ひびき青
年会議所）が行われました。

今大会の遠賀町チームの成績は、団体戦の部では、入
賞はのかしたものの、個人戦で、渋木小学校4年生の平
田臓司くんが、見事優勝し、7月31日から東京両国国技
館で行われる全国大会への出場を決めました。若・貫兄
弟も出場したという全国大会。平田くんの活躍が楽しみ
です。

．言

2
4
の
全
種
目
に
事
新
し
い
優
勝
旗
。
前
年
優
勝

の
連
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
も
堂
々
の
行
進

ト
6
月
徳
目
、
婦
人
会
老
良
支
部
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
。
手
際
よ
く
分
別
作
業
が
進
む
。



遠賀町青少年柔道クラブ堂々のV8

郡内少年柔道大会

6月12日、芦屋町武道場で芦屋町柔

道大会が行われました。郡内の少年柔
道チームでは、むかうところ敷なしの

カをほこる遠賀町青少年柔道クラブ
は、この大会でもその実力を発揮。団

体戦でAチームが優勝、Bチームも3

位の成績を収めました。
個人戦の結果は次のとおり。（敬称略）

S小学1年▽3位＝伸宏一郎〇回2年▽優勝
＝村田秀太節〇回3年▽優勝＝松山博隆▽2

位＝船戸克也▽3位＝船戸達也S同4年▽2
位＝平田鷹司▽3位＝瓜生皆既S同5年▽優
勝＝山口芳広▽2位＝柴田恭一郎▽3位＝高
崎線臣S同6年▽優勝＝田崎弘樹

遠寅剣道教室の小学生が2連覇を達成

遠賀口一夕II一杯争奪少年剣道大会

遠賀郡・中間市の剣士たちが集まり、
6月19日、水巻町民体育館で遭賀ロータ

リー杯争奪少年剣道大会が行われまし
た。大会では、遠賀剣道教室の剣士たち
が、日ごろの練習の成果をいかんなく発

揮。昨年の覇者小学生チームは見事優勝
し、この大会の2連覇を達成しました。

また、中学生チームも大健闘、準優勝に
輝きました。

‾ヽ

公
民
館
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

6
月
5
日
、
公
民
館
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
、
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
と
町

民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
十
六
チ
ー

ム
が
二
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
頂
点
を
め
ざ
す
こ
の
大
会
。
ど
ち
ら
の
会

場
も
、
手
に
汗
に
ざ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果

O
A
パ
ー
ト
▽
優
勝
＝
東
和
菟
▽
準
優
勝
＝
別
府

O
B
パ
ー
ト
▽
優
勝
I
I
木
守
▽
準
優
勝
＝
新
町

短
歌
（
お
人
が
舘
歌
会
緑
掌
）

河
中
　
指
菖
選

夕
暮
れ
の
足
摺
岬
の
断
崖
は

白
波
た
ち
で
海
鳴
り
ひ
び
く

高
崎
　
峡
江

期
待
せ
ぬ
ク
イ
ズ
に
当
た
り
し
旅
行
券

手
に
入
り
夫
と
乾
杯
な
せ
り

三
浦
寿
美
子

ベ
ビ
ー
カ
ー
に
眠
る
劫
の
柔
ら
か
く

い
の
ち
堪
う
頬
に
ふ
れ
み
る

大
場
　
房
江

か
た
く
な
に
振
袖
は
着
ぬ
と
言
い
し
子
は

振
袖
姿
の
妹
に
見
入
る

柴
田
　
　
房

結
石
の
激
し
き
痛
み
始
ま
り
で

点
滴
受
け
つ
つ
し
ば
し
眠
れ
り

高
崎
　
佳
子

俳
句
（
遼
安
俳
友
句
会
抄
）

池
田
　
幸
利
運

吊
橋
の
歩
幅
あ
や
ふ
く
春
透
か
す

小
野
多
恵
子

万
緑
に
溺
れ
て
を
り
ぬ
大
師
堂

岩
萩
　
信
江

笑
ふ
か
に
笑
ふ
文
字
あ
り
麦
の
秋

川
上
　
久
夫

山
の
湯
の
出
口
入
口
河
鹿
鳴
く

玉
野
　
信
彦

僧
の
基
菩
提
樹
若
染
ま
る
き
こ
と

柴
田
と
も
子
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あ
な
た
　
が
　
輝
け
ば
　
　
　
　
　
（
学
習
グ
〝
－
プ
の
務
↓
）

ま
わ
り
　
が
　
輝
き
ま
す

い
ま
、
あ
な
た
の
地
域
で
、
あ
な
た
の
身
近
な
公
民
館
で
ふ
れ

あ
い
学
習
の
輪
が
、
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
趣
味
を
豊
か
に
し
た
い
」
「
健
康
で
あ
り
た
U
J

「
ま
わ
り
の
人
と
親
睦
を
深
め
た
い
」
「
友
を
得
た
い
」

「
老
後
の
人
生
を
楽
し
く
し
た
U
L

「
生
涯
学
習
・
生
き
が
い
学
習
」
に
参
加
す
る
人
の
目
的
は
い

ろ
い
ろ
で
す
が
、
人
生
を
豊
か
に
し
ょ
う
と
す
る
気
持
ち
は
同
じ

です。楽
し
い
「
生
涯
学
習
・
生
き
が
い
学
習
」
に
仲
間
の
方
と
一
緒

に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

コ
ス
モ
ス
の
会
　
（
か
な
習
字
・
ペ
ン
習

字
学
習
）
　
　
（
代
表
　
高
山
寿
賀
子
さ
ん
）

昨
年
に
発
足
し
、
名
前
も
コ
ス
モ
ス
の

会
に
し
て
十
カ
月
。
平
均
年
齢
4
5
歳
の
女

性
熟
年
パ
ワ
ー
が
、
月
二
回
第
二
・
第
四

水
曜
日
に
中
央
公
民
館
で
。
夜
の
時
間
を

皆
さ
ん
、
一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

中
級
英
会
話
教
室

（
代
表
　
小
川
　
浩
き
ん
）

「
ハ
ー
ィ
、
グ
ッ
ド
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
」
マ
ー

フ
ィ
先
生
の
、
い
つ
も
元
気
な
声
で
学
習

が
始
ま
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

第
一
に
、
あ
ま
り
文
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

楽
し
く
学
習
し
て
い
ま
す
。

さ
さ
や
き
　
（
華
道
・
日
舞
学
習
）

（
代
表
　
大
庭
昭
代
さ
ん
）

第
二
月
曜
日
は
、
趣
味
と
健
康
そ
し
て

リ
ハ
ビ
リ
も
兼
ね
て
日
舞
で
汗
を
流
し
、

第
四
月
曜
日
は
、
家
庭
に
う
る
お
い
と
華

や
か
さ
を
求
め
て
ハ
サ
ミ
を
動
か
し
、
お

姉
さ
ま
方
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

中
級
（
上
）
英
会
話
　
「
マ
ー
フ
ィ
ズ
・

パ
ー
」
　
　
　
　
　
（
代
表
　
小
山
裕
子
さ
ん
）

マ
1
7
ィ
先
生
と
レ
ッ
ス
ン
し
は
じ
め

て
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
テ
キ

ス
ト
一
冊
と
メ
ン
ハ
ー
で
歌
っ
た
歌
は
数

知
れ
ず
。
英
語
を
通
じ
て
、
英
語
圏
の
国
々

の
文
化
・
風
習
も
学
ん
で
い
ま
す
。



－‘‘学習なかま”との出会い－

閣圏圃図工圏
頓麗㊥宣告㊥説

どこの国にも、ことわざはあります。も

ちろん、アメリカ人もことわざをよく使い

ます。英語のことわざで、日本で使われる

ことわざとよく似たことわざがいくつかあ

ります。

Whenln Rome do as the Romans do．

ローマにいる時は、ローマ人の様に・・

（郷に入れば、郷に従え）似たような意味

のことわざですが、紀元前の国際都市ロー

マを引き合いに出すところに西洋文明の流

れを感じます。さすがに異文化交流が、盛

んに行われてきたヨーロッパにふさわしい

ことわざですね。人間の考えることは同じ

であっても、自分の生まれ育った文化の影

響によって、その表し方も変わってきます。

Early tobed．andearly to rlSe makes

aman healthy，WealthyandwISe．

このことわざは「早起きは、三文の得」

とよく似ているので、内容まで同じだと思

われがちですが、実は、少し意味が違います。
「早寝早起きは、健康に富と知恵をもたらす」

という意味になります。

このように、内容が少し違っても、お互

いに交流がなくても、人が残す言葉には、

共通点があります。

このことは、いつか、世界中の人がもっ

と親密なつながりをもつことが出来るとい

うことを表しているといえましょう。

中央公民館で、楽しくふれあい学習を続

ける6つの学習グループが、皆さんにお誘

いの呼びかけをしています。

親子英会話　木曜日10：30－11：30

初級　ヶ　　水曜日　18．00－19：30

中級　ク　　火曜日10：30－12・00

〃∴∴∴∴〃　　水曜日19：30－21．30

〃∴∴∴∴〃　　金曜日15：30－17．00

中級LD′ク　　　′　19：00－20：30

英会話学習にぜひ挑戦してください。
‾ヽ

英
会
話
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
」

（
代
表
　
早
川
博
通
さ
ん
）

〟
英
会
話
の
文
法
は
知
っ
て
い
る
け
ど
な

か
な
か
し
ゃ
べ
れ
な
い
〟
そ
ん
な
私
た
ち

に
、
聞
き
と
る
こ
と
や
会
話
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
マ
ー
フ
ィ

先
生
。
一
時
間
半
が
ア
ノ
と
い
う
間
で
す
。

千
代
丸
会
　
（
毛
筆
習
字
学
習
）

（
代
表
　
安
増
照
子
さ
ん
）

小
川
先
生
の
ご
指
導
で
書
道
を
始
め
て

七
カ
月
に
な
り
ま
す
。
月
二
回
、
二
時
間

を
和
気
あ
い
あ
い
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
と
む
つ
か
し
い
字
に
な
り
ま
し

た
が
、
一
同
仲
良
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

初
級
英
会
話
「
ベ
ィ
ピ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
」
　
　
　
　
　
（
代
表
　
奥
山
弘
之
き
ん
）

老
若
男
女
が
、
マ
ー
フ
ィ
先
生
の
も
と

で
、
仲
良
く
、
元
気
良
く
、
大
き
な
声
を

出
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。

先
生
の
親
切
な
ご
指
導
で
、
毎
回
が
楽

し
い
　
「
ベ
ビ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
で
す
。

編
集
後
記

生
涯
学
習
・
生
き
が
い
学
習
は
、
楽
し

い
学
習
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

虫
生
津
公
民
館
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
方

た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
、
新
し
く
社
交
ダ

ン
ス
の
学
習
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

生
き
が
い
づ
く
り
学
習
で
す
。

「
ま
だ
、
私
は
若
い
、
生
き
が
い
づ
く
り

な
ど
・
・
」
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
三
十
歳

を
超
え
ら
れ
た
あ
な
た
。
す
ぐ
に
く
る
三

十
年
先
に
は
、
高
齢
者
の
仲
間
入
り
、
四

人
に
一
人
の
中
の
そ
の
一
人
に
な
る
の
で

す
。
高
齢
者
の
自
立
は
当
た
り
前
と
な
り
、

回
り
に
は
そ
ん
な
に
頼
れ
る
人
は
い
ま
せ

ん
。
生
き
が
い
づ
く
り
こ
そ
、
い
ま
、
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

楽
し
い
「
生
き
が
い
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
」

を
中
央
公
民
館
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
身
近
な
公
民
館
で
の
生
涯
学

習
・
生
き
が
い
学
習
を
仲
間
の
方
と
一
緒

に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
楽
し

い
　
「
生
き
が
い
の
あ
る
将
来
」
が
見
え
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）
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者
れ
ら
れ
ま
せ
ん

ィ
月
光
ル
レ
の
錦
、
へ
と

「
月
光
」
は
、
全
3
2
曲
か
ら
な
る
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の
第
1
4

番
に
あ
た
り
、
「
悲
壮
ソ
ナ
タ
」
「
熱
楠

ソ
ナ
タ
」
と
あ
わ
せ
て
三
大
奏
鳴
曲
と

し
て
知
ら
れ
る
名
曲
で
あ
る
。
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
が
心
を
奪
わ
れ
た
伯
爵
令
厳

に
措
け
た
こ
の
曲
は
、
自
ら
　
〝
幻
想
曲

風
ソ
ナ
タ
〟
と
名
付
け
、
美
し
く
聡
明

な
少
女
に
恋
す
る
想
い
を
三
つ
の
楽
章

に
組
み
上
げ
た
華
麗
な
も
の
で
あ
る
。

－
　
今
か
ら
半
世
紀
さ
か
の
ぼ
っ
た
、

太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
昭
和
2
0
年
6
月

に
、
佐
賀
県
鳥
栖
の
国
民
学
校
　
（
現
・

小
学
校
）
　
を
訪
れ
た
ふ
た
り
の
若
者
が

い
た
。
彼
ら
は
、
出
撃
を
ひ
か
え
た
特

攻
隊
員
で
、
音
楽
を
愛
し
て
い
た
。
こ

の
学
校
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
あ
る
と

聞
き
、
死
ぬ
前
に
一
度
思
い
切
り
ピ
ア

ノ
が
弾
き
た
く
て
駆
け
て
き
た
の
だ
。

ひ
と
り
が
楽
譜
を
め
く
り
、
ひ
と
り
が

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
　
「
月
光
」
を
見
時
に
弾

く
と
、
去
っ
た
き
り
二
度
と
戻
ら
な

かった。　－
当
時
の
女
教
師
　
（
故
上
野
歌
子
さ

ん
）
　
が
そ
の
思
い
出
を
忘
れ
ら
れ
ず
。

語
り
伝
え
、
秘
話
は
よ
み
が
え
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
地
元
九
州
を
中
心
と
し

た
多
く
の
人
々
の
熱
い
思
い
を
結
集
し

て
、
こ
の
映
画
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
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ひ
ょ
っ
と
－
」
踊
り
や
操
縦
店

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
の
盆
踊
り
大
会

芦
屋
基
地
で
は
、
基
地
近
隣
の
皆
さ
ん
と
の
親
睦
を

深
め
る
た
め
「
基
地
盆
踊
り
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
模
擬
店
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
と
き
　
8
月
3
日
　
（
水
）
、
午
後
6
時
－
9
時

※
当
日
は
、
午
後
6
時
か
ら
基
地
を
開
放
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
基
地
渉
外
室
へ

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
9
8
1
代
表

波
の
プ
ー
ル
が
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ー
ル
の
面
白
さ
〝
ナ
ミ
〟
じ
ゃ
な
い

北
九
州
市
都
市
整
備
公
社
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ー
ル
　
（
小
倉
両

区
志
井
公
園
）
　
に
全
長
八
十
八
メ
ー
ト
ル
、
波
の
高
さ
一
メ
ー
ト
ル

の
「
波
の
プ
ー
ル
」
が
新
登
場
。
こ
の
面
白
さ
〝
ナ
ミ
〟
じ
ゃ
な
い
。

こ
の
夏
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ー
ル
へ
ど
う
ぞ
。

●
営
葉
期
間
・
時
間
　
1
月
9
日
　
（
土
）
　
～
9
月
日
日
　
（
日
）
　
午
前

9
時
0
0
分
～
午
後
6
時
0
0
分
　
（
1
月
2
1
日
か
ら
8
月
3
1
日
ま
で
は

波
の
プ
ー
ル
の
ナ
イ
タ
ー
営
業
。
午
後
8
時
3
0
分
ま
で
）

●
料
金

●
問
い
合
わ
せ

チ
ャ
ー
プ
ー
ル

℡
　
（
9
6
3
）

記
念
品
も
用
意
し
て
い
ま
す

河
口
堰
見
学
に
で
か
け
ま
せ
ん
か

1
月
2
1
日
か
ら
3
1
日
ま
で
は
、
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
で
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
建
設
省
遠
賀
川
工
事
事
務
所
で
は
、
流
域
の
皆

さ
ん
に
河
口
堰
　
（
ぜ
き
）
　
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
く
見
学
で
き
る
よ
う
に
と
、
い
ろ
い
ろ

な
催
し
を
考
え
て
い
ま
す
。
記
念
品
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
と
き
　
1
月
2
3
日
（
土
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

●
と
こ
ろ
　
建
設
省
遼
賀

川
河
口
堰
管
理
支
所

●
内
容
　
▽
河
口
堰
か
ら

の
放
流
が
見
ら
れ
ま
す

▽
子
と
も
向
け
「
お
ん

が
川
の
人
と
自
然
」
　
や

昨
年
日
本
で
発
生
し
た

「
自
然
災
害
の
記
録
」

な
ど
の
ビ
デ
オ
上
映

▽
流
域
の
絵
画
展
や
写
真
展
▽
気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ
り
」
や
レ
ー

ダ
ー
雨
量
計
の
し
く
み
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
見
学
者

が
直
接
キ
ー
ボ
ー
ト
を
操
作
し
て
、
テ
レ
ビ
に
映
し
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
管
理
支
所
の
志
賀
さ
ん
へ

℡
　
（
2
0
1
）
　
1
6
1
5

自
然
の
す
ぼ
ら
し
さ
を
体
験
し
よ
う

「
英
彦
山
青
年
の
家
」
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ

英
彦
山
青
年
の
家
で
は
、
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
1
月
0
0
日
　
（
土
）
、
3
1
日
　
（
日
）
　
の
一
泊
二
日

●
と
こ
ろ
　
県
立
英
彦
山
青
年
の
家
　
キ
ャ
ン
プ
場

●
定
員
　
百
人
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

●
申
し
込
み
　
1
月
2
0
日
　
（
水
）
　
ま
で
に
英
彦
山
青
年
の
家
へ
電

話
で
ど
う
ぞ
。
℡
0
9
4
1
　
（
8
5
）
　
0
1
0
1
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救急遠賀町　　　　35伴

郡　内　　　193件

火災遠賀町　　　　3件

郡　内　　　　3伴

遠
賀
保
健
所
の
教
室
へ
ど
う
ぞ

申
し
込
み
は
1
月
2
0
日
ま
で
に
保
健
所
へ
竃
話
で

遠
賀
保
健
所
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
病

気
な
ど
で
お
困
り
の
人
や
、
そ
の
家
族

な
ど
を
対
象
に
、
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
1
月
は
、
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
患
者
と
家
族
教
室
」
　
「
精
神
障
害
者

家
族
の
集
い
」
を
行
い
ま
す
。
料
金
は

無
料
。
会
場
は
い
ず
れ
も
遠
賀
保
健
所

で
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
1
月
2
0

日
ま
で
に
遠
賀
保
健
所
予
防
課
へ
電
話

で
ど
う
ぞ
。
℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

▽
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

患
者
と
家
族
教
室

●
と
き
　
7
月
2
5
日
　
（
月
）
、
9
時
5
0

分
－
正
午

●
内
容
　
福
岡
県
朝
倉
保
健
所
、
田
島

静
先
生
の
講
話
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

5
年
ご
と
の
再
講
習
を
お
忘
れ
な
く

消
防
設
備
点
検
資
格
者
の
再
講
習
が
あ
り
ま
す

消
防
設
備
点
検
資
格
者
は
、
免
状
の

交
付
を
受
け
た
日
ま
た
は
、
再
講
習
を

受
け
た
日
か
ら
5
年
を
経
過
す
る
日
ま

で
ご
と
に
再
講
習
を
受
講
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

●
実
施
日
　
▽
第
1
種
＝
8
月
2
3
日

▽
第
2
穏
＝
8
月
2
4
日

●
会
場
　
福
岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

技
術
は
カ
・
・
・
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
や

雇
用
促
進
事
業
団
の
誇
穏
会
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
9
月
6
日
か
ら
1
0
月
1
4
日
ま

で
の
延
、
ぺ
二
十
一
日
間
　
（
主
に
火
～

金
曜
日
）
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

●
請
習
会
唱
　
北
九
州
市
立
東
部
勤
労

婦
人
セ
ン
タ
ー
（
レ
デ
ィ
ス
も
じ
）

●
受
講
料
　
無
料
　
（
た
だ
し
、
教
材
費

は
受
講
者
負
担
）

●
申
し
込
み
、
1
月
2
1
日
、
2
2
日
の
午

前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
1
時

か
ら
5
時
ま
で
に
「
福
岡
県
女
性
就

業
援
助
セ
ン
タ
ー
」
　
へ
電
話
で
ど
う

ぞ
。
℡
0
9
4
8
　
（
2
3
）
　
4
1
5

6雇
用
促
進
事
業
団
八
幡
職
業
能
力
開

発
促
進
セ
ン
タ
ー
で
は
8
月
2
9
日
か
ら

始
ま
る
簿
記
三
級
・
商
業
簿
記
と
9
月

2
日
か
ら
始
ま
る
簿
記
二
級
・
工
業
簿

記
の
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
料
は
い
ず
れ
も
三
千
円
で
す
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
直
接
セ
ン

タ
ー
℡
　
（
6
4
1
）
　
4
9
0
6
ま
で
。

（
福
岡
市
早
良
区
百
道
浜
）

●
申
し
込
み
　
1
月
2
0
日
か
ら
8
月
1
0

日
ま
で
に
　
（
財
）
　
福
岡
県
消
防
設
備

安
全
協
会
へ
　
〔
〒
洲
福
岡
市
中
央
区

舞
鶴
三
－
九
－
七
℡
0
9
2
　
（
1
2

2
）
　
1
2
6
5
〕

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防
課
℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
5

働
き
続
け
る
の
に
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
こ
と
や
心
配
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
（
財
）
　
2
1
世
紀
職
業
財

団
福
岡
事
務
所
で
は
、
働
く
女
性
の

た
め
の
就
業
援
助
事
業
フ
レ
フ
レ
テ

レ
フ
ォ
ン
」
を
昨
年
1
0
月
か
ら
開
始

し
、
育
児
、
介
護
、
家
事
な
ど
の
情

報
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間

は
午
前
9
時
5
0
分
か
ら
午
後
4
時
3
0

分
ま
で
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

です。
℡
0
9
2
　
（
4
1
4
）
　
2
0
2
0



○き●裏書が●〃

今年に入って、遠賀町内では、ポヤを含めて5件の火
災が発生しています。この件数は、昨年までの年間平均
発生件数とほぼ同数。今年発生した火災の出火原因はい
ずれも、火の後始末の不備によるものです。これから夏
場にかけて、野外パーティや花火、キャンプなど火を使
う機会が多くなると思われます。くれぐれも火の後始末
には注意してください。

細

遠賀・中間地域広域行政事務組合の職員採用試験

●採用予定　一般事務職1人
●一次試験　▽とき＝9月18日（日）

▽ところ＝水巻中学校
▽内容＝教養試験と適性検査

●受験資格　昭和44年4月2日から昭和52年4月1日ま

でに生まれた日本国籍を有する人、および
地方公務員法第16条に該当しない人。

●受付期間　7月18日（月）から8月18日（木）まで

●採　　用　平成7年4月1日以降、最終合格者を必要

に応じて採用します。
●給　与　高校卒で14万4千円程度（年齢、学歴、職

歴により加算されます。）
●受験手続　申込用紙（事務組合総務課庶務係で交付）

に必要事項を記入し、受付期間内に提出し
てください。

●問い合わせ

遠賀・中間地域広域行政事務組合総務課
庶務係〔遠賀町大字今古賀603－1
℡（293）3581〕

道路工事にともなう金筋強健止めのお知らせ
旧国鉄宝木線（上別府地区）

旧国鉄宝木線（上別府地区）の道路改築工事のため、
下の地図で示した部分（町道）が全面通行止め（24時
間）になります。工事期間中ご迷惑をおかけしますが、
ご像力をお願いします。
●工事期間　7月中旬～10月中旬
●工事発注者　北九州土木事務所建設課1係

℡（691）6277

乳
児
相
談
・
4
か
月
児
健
康
珍
重
を
行
い
ま
す

お
尋
ね
は
、
保
健
衛
生
係
へ

獲
4
か
月
児
健
康
珍
重

●
と
き
　
1
月
2
1
日
　
（
木
）
、
午
後
1

時
1
0
分
－
1
時
4
0
分

●
対
象
　
生
後
4
か
月
～
6
か
月
児

（
平
成
6
年
1
月
～
3
月
生
ま
れ
）

●
と
こ
ろ
　
道
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
診
杏
葉
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

○
乳
児
椙
訟

●
と
き
　
1
月
2
6
日
　
（
火
）
、
午
前
9

時
0
0
分
－
1
0
時
0
0
分

●
対
象
　
生
後
1
か
月
～
1
2
か
月
児

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

遠
賀
町
長
杯
争
奪
七
夕
察
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

町
内
在
住
、
在
勤
者
の
プ
レ
ー
費
は
会
員
扱
い

●
と
き
　
8
月
5
日
　
（
金
）

●
と
こ
ろ
　
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
遠
賀

●
プ
レ
ー
賛
　
町
内
在
住
・
在
勤
者
は

会
員
扱
い
と
な
り
ま
す
。

●
競
技
参
加
料
　
二
千
七
百
円

●
競
技
方
法
　
1
8
H
．
S
．
P
．

●
ハ
ン
デ
ィ
　
全
員
W
ペ
リ
ア
方
式
に

て
ハ
ン
デ
ィ
算
出

●
表
彰
　
上
位
入
賞
者
な
ど
を
表
彰
。

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
遠
賀
℡
　
（
2
9
3
）
　
2
4
1
1

へ
電
話
で
ど
う
ぞ
。

●
相
談
日
　
毎
週
月
～
金
曜
日
、
午

前
9
時
3
0
分
～
正
午
と
午
後
1
時

～
4
時
4
0
分
（
祝
日
を
除
く
）

●
弁
護
士
相
談
日
　
毎
週
金
曜
日
、

午
後
1
時
～
4
時

●
料
金
　
無
料

●
と
こ
ろ
　
小
倉
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー
〔
小
倉
北
区
紺
屋

町
九
－
一
明
治
生
命
小
倉
ピ
ル
五

階
℡
　
（
5
2
1
）
　
2
1
4
0
〕

※
電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す



今年で14回目を迎えた中
央区大運動会。スローガ
ンどおり「家族の絆と地

域の輪を」強めることが
できました。
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田
園
検
閲

，在

団
圏

，シ

督開
く
　
　
ノ
○酸

環
覇
溺
隷
醐
鰯
騒
韓
醗
謹

総
面
積
二
十
二
・
一
四
両
　
『
水
と
緑
」
　
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
二
十
四
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
も
、

素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
　
「
お
ん
が
」
　
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

源
流
は
一
枚
の
広
告
か
ら

「
新
し
い
街
に
、
新
し
い
く
ら
し
か

も
う
始
ま
っ
て
い
ま
す
」
　
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
ニ
ッ
セ
キ
遠
賀
団
地
の
案

内
広
告
が
昭
和
5
1
年
に
出
さ
れ
、
住
民

の
多
く
は
北
九
州
近
郊
か
ら
夢
の
マ
イ

ホ
ー
ム
と
新
た
な
出
会
い
を
求
め
て
移

住
し
て
き
ま
し
た
。

広
渡
区
の
一
員
と
し
て

昭
和
5
1
年
以
降
、
順
次
入
居
者
は
広

渡
区
民
と
し
て
「
見
知
ら
ぬ
者
同
志
」

が
組
織
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
団
地
も

全
入
居
者
が
入
り
少
し
落
ち
つ
い
た
昭

和
5
5
年
、
広
渡
小
学
校
に
ナ
イ
タ
ー
設

備
が
で
き
る
と
広
渡
の
有
志
に
よ
る
呼

び
か
け
に
よ
り
広
渡
ソ
フ
ト
同
好
会
が

結
成
さ
れ
、
同
じ
こ
ろ
、
子
ど
も
の
健

全
育
成
の
た
め
に
広
渡
剣
道
教
室
も
発

足
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
団
地
か
ら
三

十
数
人
が
参
加
し
、
団
地
や
広
渡
の
人

た
ち
と
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
昭
和
5
5
年
の
町
民
体
育
祭
の
総
合

完
全
優
勝
を
は
じ
め
各
種
公
民
館
対
抗

試
合
で
は
広
渡
区
の
黄
金
時
代
の
一
塊

を
担
い
ま
し
た
。

中
央
区
の
誕
生

だ
ん
だ
ん
と
住
民
に
自
治
意
識
が
芽

生
え
昭
和
5
5
年
に
団
地
親
睦
会
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
5
6
年
に
浄
化
槽
の

住
民
管
理
が
決
ま
る
と
同
時
に
広
渡
区

か
ら
の
分
区
の
話
が
持
ち
上
が
り
　
（
広

渡
区
の
皆
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
が
）
　
4
月
の
区
創
立
総
会
で
「
中

央
区
」
と
命
名
し
誕
生
し
ま
し
た
。

区
民
の
親
睦
を

創
立
期
は
区
民
も
若
く
子
ど
も
た
ち

も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
の
で
P
T
A
で

の
活
躍
も
校
区
で
は
目
を
ひ
き
、
子
と

も
会
の
キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
諸

行
事
も
盛
況
で
し
た
。
少
年
ソ
フ
ト
、

少
女
ハ
レ
ー
同
好
会
の
結
成
に
つ
づ
き

男
子
ソ
フ
ト
、
マ
マ
ソ
フ
ト
、
ハ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
踊
り
、
詩
吟
な
ど
の
同
好
会

が
鰭
成
さ
れ
て
い
き
区
の
土
台
が
で
き

ま
し
た
。
昭
和
5
6
年
1
1
月
に
「
働
く
友

の
会
」
支
部
が
結
成
さ
れ
解
散
す
る
ま

で
、
毎
年
の
潮
干
狩
り
で
一
層
親
睦
も

深
ま
り
昭
和
0
0
年
6
月
に
念
願
の
公
民

館
落
成
と
な
り
ま
し
た
。

歴
史
の
な
い
振
興
団
地
で

一
つ
は
情
報
交
換
や
区
・
公
民
館
活

動
の
情
報
紙
と
し
て
「
中
央
区
だ
よ
り
」

が
昭
和
5
8
年
4
月
に
創
刊
さ
れ
現
在
百

五
十
四
号
を
数
え
愛
読
さ
れ
て
い
ま

す
。
二
つ
に
区
民
が
一
同
に
顔
を
会
わ

せ
る
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
運
動
会

が
今
年
で
十
四
回
を
数
え
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
三
つ
に
敬
老
会
や
公
民
館
対

抗
試
合
で
の
弁
当
づ
く
り
が
　
（
担
当
者

は
大
変
で
す
が
）
婦
人
部
の
協
力
に
よ

る
手
づ
く
り
で
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
と
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
町
夏
ま
つ
り
、
公
民
館
対
抗
試

合
に
は
勝
負
に
こ
だ
わ
ら
ず
「
参
加
し

て
い
っ
し
ょ
に
楽
し
い
一
日
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
連
続
出
場
を
続
け
対
戦
チ
ー
ム

を
喜
ば
せ
て
　
（
↑
）
　
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
3
年
1
月
に
は
区
創
立
十
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
記
念
誌
を
出
版
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
二
十
周
年
に
む
け

て
歴
史
を
つ
く
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

輝
く
人
生
を

入
居
以
来
の
歴
代
役
員
と
区
民
の
協

力
で
「
和
と
輸
」
を
つ
く
る
た
め
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
う

る
さ
い
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
の
声
は
な

く
な
り
夫
婦
二
人
き
り
の
世
帯
も
し
だ

い
に
増
え
、
6
5
歳
以
上
の
人
が
七
十
人

を
越
す
高
齢
化
社
会
に
区
も
入
り
ま
し

た
。
公
民
館
も
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
、
踊
り
、

レ
ク
ダ
ン
ス
な
ど
と
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
子
育
て
を
終
え
、
退
職
し
た
人

た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
公
民
館
を
利
用
し

て
、
趣
味
の
会
や
同
好
会
な
ど
生
涯
学

習
で
　
「
老
い
て
ま
す
ま
す
輝
く
人
生

を
I
L
を
モ
ッ
ト
ー
に
元
気
で
楽
し
く

長
生
き
で
き
る
区
を
め
き
し
て
い
ま
す
。

（
寄
稿
・
中
井
区
長
、
吉
村
公
民
館
長
）

園
田
回
国

広
報
「
お
ん
が
」
　
の
印
刷
を
お
願
い

し
て
い
る
印
刷
所
さ
ん
も
い
よ
い
よ
週

休
二
日
へ
。
こ
れ
ま
で
発
行
が
間
に
合

い
そ
う
に
な
い
と
き
は
、
土
曜
日
に
原

稿
を
入
れ
た
り
、
校
王
を
し
た
り
と
、

ね
が
ま
ま
が
許
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が

今
後
は
、
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。

真
っ
白
な
レ
イ
ア
ウ
ト
用
紙
に
記
事

が
埋
ま
っ
て
い
き
、
な
ん
と
か
広
報
紙

の
形
が
で
き
あ
が
っ
て
き
た
。
時
計
を

見
る
と
も
う
真
夜
中
。
こ
れ
は
、
今
月

号
の
話
。
取
り
か
か
り
は
、
早
め
に
し

た
つ
も
り
で
も
こ
れ
だ
か
ら
、
も
う
し

ば
ら
く
す
る
と
真
夜
中
が
、
朝
に
怠
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

役
場
の
ロ
ビ
ー
に
は
、
遠
賀
中
央
幼

稚
園
か
ら
い
た
だ
い
た
き
れ
い
な
七
夕

の
笹
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
憩
ざ
く
に

は
「
す
で
き
な
バ
レ
リ
ー
ナ
に
な
り
た

い
な
」
と
か
「
ク
レ
ー
プ
や
さ
ん
に
な

り
た
い
」
な
ど
の
か
わ
い
ら
し
い
お
願

い
が
た
く
さ
ん
。

こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
私
は
、
原
稿

用
紙
を
鰻
冊
が
わ
り
に
「
早
く
、
広
報

担
当
者
か
ら
異
動
し
ま
す
よ
う
に
」
と

お
も
わ
ず
書
い
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
広
報
担
当
に
な
り
や
っ
と

2
年
が
過
ぎ
た
ば
か
り
、
ま
だ
ま
だ
勉

強
中
の
身
、
当
分
異
動
は
な
さ
そ
う
で

す
。
今
年
は
、
と
り
あ
え
ず
「
文
章
や

写
真
が
う
ま
く
な
り
ま
す
よ
う
に
」

「
レ
イ
ア
ウ
ト
が
良
く
な
り
ま
す
よ
う

に
」
と
、
普
い
て
お
き
ま
す
。
（
英
）


